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GEM(Gas Electron Multiplier)は以前から X線の検出・イメージングに用いられてきたが、我々はガ

ラス微細加工プロセスを用いて、従来の GEMよりも飛躍的にゲイン・安定性を向上させた Glass 

GEM (Glass Gas Electron Multiplier)を開発した[1]。Glass GEMは従来の GEMに比べて、高い放電耐

性を有し、さらに低アウトガスなどの利点がある。本研究では Glass GEMと組み合わせるガスに

シンチレーションガス（Ar/CF4）を用い、さらに暗箱・ミラー・冷却 CMOSカメラと組み合わせ

た新しいイメージングデバイス(Scintillating Glass GEM)を開発した（図１）。本検出器は 100mm□

の有感面積を持った Glass GEMとガスチェンバで構成されており、CMOS素子に直接放射線が当

たらないように暗箱内のミラーでシンチレーション光を 90度反射させている[2]。 

本研究では Scintillating Glass GEMを用いて、高解像 X線イメージングや CT撮像など産業利用

を見据えた開発を行っている。Scintillating Glass GEMはガス中で高い増幅率（103〜）で電子を増

幅するため、~20keVの低エネルギーX線でも高感度に検出することが可能となり、従来の個体検

出器では撮像が困難であった軽元素のイメージングを低エネルギーX 線を用いて高速に行うこと

が可能になった（図２）。我々は Scintillating Glass GEMの増幅率と安定性の改善に取り組み、100mm

□の有感面積を持つデジタル X線イメージングを実現させた。講演では、これでまでの検出器開

発の概要と、X線管を用いた産業利用を見据えたイメージング・CTについて述べる。 

  
図 1. Scintillating Glass GEM の概要  図 2. ハチの X 線ラジオグラフィ  
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